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<JSAF ジュニア・ユースセーリングチャンピオンシップ 2019（ユース部門> 

   2019 年 420 級世界選手権、WS Youth World Sailing Championship 

４２０級・ラジアル級選考会  

レース公示（Notice of Race） 

2019 年 5 月 2 日～5 月 5 日	

佐賀県・唐津市	

主	 	 催：公益財団法人日本セーリング連盟	

大会運営：JOC ジュニアオリンピックカップ	

兼 JSAF ジュニアユースセーリングチャンピオンシップ(ユース部門)実行委員会	

後援(予定)：総務省、文部科学省、（公財）日本オリンピック委員会、(公財)地域活性化センター

佐賀県、佐賀県教育委員会、(公財)佐賀県体育協会、唐津市、唐津市教育委員会	 	

(公財)唐津市体育協会、(一社)日本レーザークラス協会、日本 420 協会	

				[NP]	は、この規則の違反は艇による抗議の根拠とはならないことを意味する。これは規則

60.1(a)を変更している		

1. 規	 則：	

1.1 本大会は、「セーリング競技規則	2017-2020」(以下「RRS」という)に定義された規則を適

用する。	

1.2	 RRS 付則	P が適用される。	

1.3	 RRS 付則	T が適用される。	

2.広	 		告：	 WS 広告規定に基づき Cである。	

3.競技種目：	 男子 420 級・女子	 420 級	

男子レーザーラジアル級・女子レーザーラジアル級	

なお、エントリー数が、３艇以下の場合はレースを行わない。	

4.参加資格および申込み	

4.1	 2019 年度日本セーリング連盟に登録されているメンバーであること。	

4.2	 2019 年 12 月 31 日において１９歳未満の者。	

	 	 	 	 但し、クラス協会と実行委員会の推薦によりユース強化のために有効であると	 	 	 	 	 	

認められた 19 歳以上の選手もオープン参加(成績は付けて表彰はしない)として参加す

ることができる。	

4.3	 次の各競技団体のうちいずれかの推薦を受けた者。	

各クラス協会、都道府県ヨット連盟、(一社)ジュニアヨットクラブ連盟	

（公財）日本オリンピック委員会、所属クラブ、主催団体。	

	



4.4	 参加者は次の条件を満たすこと。	

①未成年者は親権者の承諾を得た者。	

②19 歳未満のものは、監督が付き添うこと。監督は推薦団体が指名したものとし、複数

の艇の監督をかねることができる。	

③参加する種目の当該年度のクラス協会の会員であり、受付登録時に有効であるクラス

協会会員証もしくは、申請中であることが証明できるものを提示すること。クラス協

会への登録が確認できない場合、当大会への参加を認めないことがある。	

参加申込：参加申込期日	 	 2019 年 4 月 15 日(月)必着	

申込先	

申込は、ホームページよりオンラインエントリーすること。	

http://ｓail.jpn.com	 	

事務局連絡先	

〒847-0861 佐賀県唐津市ニタ子 3-1-8	

佐賀県	ヨットハーバー	

hansa303.sailing.shibata[at]gmail.com（[at]を＠に変えてください）	

TEL:0955-73-7041	 FAX：0955-73-8986	

５.参	加	料：ダブルハンド級	 12,000 円	 (5 月 2日〜5日までの陸置料、給水料を含む)	

	 	 	 	 	 	 			１９歳以上のオープン参加チーム	 15,000 円	

シングルハンド級	8,000 円	 (5 月 2日〜5日までの陸置料、給水料を含む)	

１９歳以上のオープン参加者	 	 10,000 円	

参加料、チャーター料は、申し込み締切日までに以下に振り込むこと。	

申し込み後のキャンセルは、一切受け付けない。	

振込先：佐賀銀行	 西唐津支店	 店番639	 普通2037880	

	 	 	 	 	 口座名	 サガケンヨットレンメイジエイオーシージユ	

６.予選シリーズと決勝シリーズ	

	 	 6.1	 本大会はエントリー数が420級は50艇未満、レーザーラジアル級は70艇未満の場合は、

１フリートでレースを行う。	

6.2		Nor6.1 の艇数以上の場合は 2フリートにて予選・決勝シリーズにてレースを行う。	

6.3	 予選シリーズ（最大 8レースを予定）が行われる。	

	 	 	 ①予選シリーズは参加艇を 2 つのフリート（イエロー	&	レッド）に分けてレースを行

う。予選初日のフリート分けは、エントリー締め切り後に、エントリー順等を基に決

められる。2日目、3日目のフリート分けは、前日の成績を基に決められる。	

②参加艇数が奇数の場合、イエローフリートを	1艇	多くするように分けられる。	

③両フリート共に1レースの完了で、予選シリーズの1レースが完了する。	

	 		6.4	 決勝シリーズ（3レースを予定）が行われる。	

①予選の成績を基に、ゴールド・フリート（予選シリーズの成績上位半数）とシルバー・

フリート（下位半数）に分け、レースが行われる。	

②参加艇数が奇数の場合ゴールド・フリートを 1多くするように分けられる。	

③シルバー・フリートの成績は、ゴールド・フリートの成績を上回ることはない。	



6.5	 大会の成立及び予選の成立	

①大会は予選シリーズの 4レース完了で成立する。	

②予選シリーズが成立するためには、それぞれのフリートに 4 レースを完了させること

が要求される。もし 4 レースが完了できなかった場合、予選シリーズはそれらを完了

させるために延長される。	

③５月４日までに予選 4レースが完了しない場合、最終日（5/5）も予選レースを実施し、

予選成績で総合順位を決定する。この場合、決勝シリーズは行われない。	

７.日	 	 程：	

7.1 登録	 	 5 月 2日（木）	 	 ９：００～１７：００	 佐賀県ヨットハーバー	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 				１８：００												開会式・レセプション	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	佐賀県ヨットハーバー	

7.2 計測	 	 登録と同日程で、420 級の計測を行う。レーザー・ラジアル級については受付時に

計測の案内を行う。	

7.3 レース日程	

5月 3日（金）	 	 09:55	 第 1レース予告信号	 引き続きレース	

5月 4日（土）	 		09:55	その日の最初の予告信号	 引き続きレース	

5月 5日（日）	 		09:25	その日の最初の予告信号	 引き続きレース	

16:30	 閉会式、表彰式（早まる場合もある。）	

	 	 	 ※毎日 08：20 よりブリーフィングを行う（場所：クラブハウス前）予定。	

7.4 レース数：	全 11 レース予定。	

7.5	５月５日は、14：00 以降の予告信号は行わない。	

８．計	 	測【NP】【DP】	

	 8.1	 ４２０級の参加艇は、計測証明書を登録時に提示すること。	

	 	 	 	但し、チャーター艇の艇体のみを除く。	

	 8.2	 ４２０級およびレーザー・ラジアル級は、計測を行う。	

	 8.3	 420 級のセールは、基本計測を受けていなければならない。	

	 8.4	 艇、装備および衣類は、クラス規則と帆走指示書に従っていることを確認するため、いつ

でも検査されることがある。	

９.帆走指示書	

帆走指示書は、大会登録時に受付にて入手できる。	

10.レース海面	

レース海面は、佐賀県ヨットハーバー沖のA・Bの海面とする。	

添付図に示す。	

11.コース	

帆走するコースは、ソーセージまたは、トラペゾイド。詳細は SIにて指示する。	

12.ペナルティー方式：	

	 ペナルティーは、規則 44.1 とする。	



13.得	 	 点：	

	 13.1	 得点方式は、RRS 付則 Aの低得点方式を適用する。	

	 13.2	 （a）3レース未満しか完了しなかった場合、艇のシリーズの得点はレース得点の合計	

	 	 	 	 	とする。	

	 	 	 	 	(b)	4 レースから 8レースまで完了した場合、艇のシリーズの得点は、最も悪い	

	 	 	 	 	 	 得点を除外したレース得点の合計とする。	

	 	 	 	 	(c)	9 レース以上完了した場合、艇のシリーズの得点は、最も悪い得点および次に悪い	

	 	 	 得点を除外したレース得点の合計とする。 
（d）決勝レースが1レースしか完了できなかった場合は、決勝シリーズの得点は除外で

きない。予選シリーズで除外された得点は、決勝シリーズの得点により変動すること

があるが、これは予選シリーズの最終得点を変えるものではない。 
14.支援艇【NP】【DP】	

14.1	 支援艇は、大会受付登録時にレース事務局において登録しなければならない。	

	 	 	 	 ハーバー使用手続き、および支払は各自で行うこと。	

	 14.2	 支援艇は、レース委員会が支給するピンクのリボンを掲揚しなければならない。	

	 14.3	 支援艇は、帆走指示書で指示する項目に従わなければならない。	

14.4	 支援艇は、大会中に発生した事故に対応する有効な賠償保険に加入するほか、法定備品、

救助に必要な物品、救急セット等を搭載すること。	

15.無線通信【DP】	

	 15.1	 緊急の場合を除き、レース中の艇は、無線送信も、全ての艇が利用できない無線通信の

受信もしてはならない。	

	 15.2	 この制限はモバイル・フォンにも適用される。	

	 15.3	 支援艇は、レース・コミッティー・ボート及びプロテスト・ボートの無線を傍受しては

ならない。但し、レース・コミッティー・ボートに数字旗8が掲揚された場合は指定Ch

のVHS無線機を使用できる。	

16.賞	

16.1	 各クラス参加艇数に応じて盾と賞状を授与する。最優秀選手１名には、JOC ジュニア	

	 	 	 	 オリンピックカップを授与する。	

	 16.2	 本大会で以下の選考を行う。	

ユースナショナルチーム・WSユース世界選手権男女 420 級、男女レーザーラジアル級の

認定。	

詳細な大会におけるユースナショナル・世界選手権代表チームは、クラス協会ホームペ

ージ公示参照のこと。	

17.責任の否認	

このレガッタの競技者は自分自身の責任で参加する。RRS4『レースすることの決定』参照。	

主催団体またはこの大会に関わる運営役員、ボランティアは、レガッタの前後、期間中に生じ	

た物理的損害または身体障害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。	

	

	



18.保	 	 険	

各参加者（選手・引率者・監督・支援艇）は、大会期間中に有効な	

①最低１億円以上の第三者に対する「賠償責任保険」	

②傷害を補償する「傷害保険」に加入していなければならない。	

なお、選手の傷害保険については、大会期間中、主催者側で傷害保険に加入する。（補償内容

は、１名につき死亡・後遺障害 6,280,000 円、入院保険日額 10,000 円、通院保険日額 5,000

円）引率者・監督・支援者は、別途各人で準備すること。	

19.肖像権	

選手は、本大会に参加することにより、大会期間中の選手または本大会における選手の装備に

関する動画、スチール	写真および撮影された映像またはその製版について、対価を求めるこ

となく、主催団体に独自の判断で使用する権利	を与えるものとする。	

20.安全規定【DP】	

20.1	レーザー・ラジアル級は、直径 6mm、長さ 5m 以上のバウ・ラインをバウアイにつけてお

かなければならない。	

20.2	レーザー・ラジアル級は、マスト・トップに着脱可能な浮力体を取り付けてもよい。形状

は球形に限り、1か所のロープで取り付けなければならない。	

			また、コンディションにより、付けたり外したりしてもよい。	

	

別添図	 大会会場	 佐賀県ﾖｯﾄﾊｰﾊﾞｰ	

	

	 	 	

	

	

	



別添図	 レース海面	

	

	

	

A．チャーター艇：チャーターを希望する場合は事務局に事前（3 月 31 日まで）にメールもしく

は電話にて意思表示を行った上、参加申込書の該当欄に記入の上、料金を添え

て申し込むこと。チャーター料の金額は大会期間中（５月２日～５日の４日間

とする）レーザーラジアルの艇体数については、若干の余裕数を考慮している。	

チャーター料	

レーザー	 	 							ﾚｰｻﾞｰﾗｼﾞｱﾙ艇体・リグ・ﾌｫｲﾙ	 	 	 	 12,000 円	 	 	 15 艇用意	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	レーザーラジアルセール	 		 	 	 	 	 4,000 円	 	 	 必要に応じて	

	 	 									 	 	 	 	 ティラー・ティラーEX		 		 		 	 	 	 	6,000 円						若干数	

																							

	420															420 級艇体	 製造定番 52000 番台～			16,000 円					10 艇用意	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	420 級のセールについては、用意出来ない。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	シート及びコントロールロープ類も極力持参をお願いします。	

プレチャーターは、4月 27 日より受け付ける。料金は上記チャーター料を 4で割った	

値を１日単価とする。	

破損が生じた場合は、実費を請求する。	

	

	

	

 

レース海面 B 

海面 A 



B.宿	 	 泊：	今回大会側からの宿泊施設の斡旋はありません。(佐賀県ﾖｯﾄﾊｰﾊﾞｰ、タイヤ館	

	 	 	 	 	 	 	桜町の宿泊は不可能となっています。）	

宿泊施設の希望者は、下記旅館組合に問い合わせてください。	

唐津市旅館共同組合 TELO955-72-2015	

C.支援艇を持ち込むチームは、別添の申し込み用紙にて申し込み事前に料金を振り込むこと。	

D.大会期間前後に艇を陸置きする者は、申し込み用紙に陸置き期間を記入の上、料金を振り込む

こと。	


